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平成23年度の研究内容とその成果

　サッカーにおける育成年代の選手育成の
目的は、長期的視野に立った個の育成にあ
ります。ユース年代のサッカーは大人の
サッカーと異なり、各年代や個人の身体の
発育発達段階に着目し、その年代で取得す
るべき課題にそって計画を立て、トレーニ
ングを行って行く必要があります。
　各年代の選手にどのようなプレーを要求
し、どのような内容のゲームを目指し、ど
のように勝利するかが重要です。育成年代
では「チーム」の育成よりもむしろ、「個」
の育成が最大の目標であり、選手をチーム
のシステムに当てはめるのではなく、選手
がそれぞれの個性、特徴を生かしながら自
由な発想や判断でプレーを行える能力を身
につけさせることが育成年代の指導者の重
要な役割と言えます。

　実際に中学生の指導を行っている上で以
下のような事を念頭に置き指導を行ってい
ます。
　⑴�　選手個々の身体及び精神の発育発達
段階に細心の注意を払い、「個」の指

導を行い、将来大きな活躍を期待でき
る選手を育成する。

　⑵�　試合においては、個人の高い技術、
戦術を存分に発揮し、試合の主導権を
握り、攻守にわたり攻撃的で創造性豊
かなサッカーを行えるように指導す
る。

　⑶�　選手１人１人が高い目標を持ち、
ピッチ内外において自らが考え、判断
し、責任を持って行動するとともに、
しっかりと自己主張の出来る選手を育
成する。

　⑷�　選手全員がサッカーを楽しみ、生涯
を通じてサッカーに関わっていくこと
のできる基礎を作るよう指導する。

　以上の４つを目標に個人技術、戦術の向
上を第一の目的として、小学生年代で獲得
したパーフェクトスキルをベースに感覚的
なサッカーから、技術を試合で発揮して行
く為にも、状況を観て・考え・判断する能
力を獲得させて行く必要があります。
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　　□�育成年代（中学生）における指導方法に関する研究



観る
　・何を観るか…�自分の位置、自分の周り

の相手、味方、スペース
　　　　　　　　�ボール保持者の状況

（ボールの持ち方、体の
向き）

　　　　　　　　�ボールにプレッシャーを
かける相手選手の状況、
距離

　・いつ観るか…�ボールが移動している間、
ボール保持者がパス出来
そうにない状態の時

考える……………�サポートはどのポジショ
ンに行けば、次の自分の
プレーが行いやすくなる
か？

　　　　　　　　�自分にボールがきたとき
にどういうプレーを行う
か？

　　　　　　　　�自分が動くことによっ
て、どういう変化が生ま
れ、味方が有利になるだ
ろうか？

判断………………�常にゴールを意識し、
ゴールに最も近い道筋を
選びプレーする。

　　　　　　　　�判断は速く、そしてぎり
ぎりで判断が変えられる
柔軟性を持つ。

　トレーニングの方向性としては、スピー
ド（判断、ボールコントロール＆パス、ラ
ンニング・アジリティー）を高め、それを

可能にする正確な技術（ボールコントロー
ル＆パス、キックの質・種類）、最後まで
あきらめない闘うメンタリティーを獲得さ
せていきます。また発育期における個々の
成長段階に注意すると同時に、個々の特徴
に応じたプレーの成長を促していきます。
　トレーニングの内容については、基本技
術の反復をより速いスピードで行うように
し、個人戦術は、ボールポゼションや１対
１、２対２、３対３などの中で、様々な状
況を設定し、少ない人数の中でしっかりと
ボールに関わって行く習慣を獲得させてい
きます。また体力的な要素についても、ボー
ルを数多く触らせ、常にボールに関わり
続けさせる事で持久力の向上を図ります。
コーディネーションについては、様々な工
夫を行いながらトレーニングを行っていき
ます。

これからの研究の展望

　今後も引き続き、トレーニングの内容及
び指導方法を検討していくことで、育成年
代（中学生）に必要な達成目標とそのトレー
ニング内容、指導方法を確立していきたい
と思います。


